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生き物と
現代文明
人類と生き物からみた
現代文明
池谷 和信 　

命の重さを量る
遠藤 秀紀

貝殻に雨粒が宿れば。
―20世紀前半、世界商品化する真珠と
ペルシア湾の採集者たち

鈴木 英明

いのちの表現
橋本 麻里

「糞」の生態史でみた
江戸時代
磯田 道史

都市の庭にみる植物と人
―東京・谷中の住宅の庭から
髙野 哲司

人間の心、ロボットの心
高橋 英之

地球主義とミュージアム
―人新世における
生物多様性の理解に向けて

野林 厚志

表紙　ロバ車で移動するカラハリ砂漠の家族
写真・文＝池谷 和信
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「いのち」をめぐる
文明的課題の解決に向けて
―比較文明学会第38回大会を終えて
中牧 弘允

モノから見た宗教の世界  第３回

聖なるものの時・場所・かたち
―フィリピンの聖母崇敬の実践から
古沢 ゆりあ

それでも、獅子は旅を続ける
―伊勢大神楽の回檀の記録
神野 知恵

世界遺産の村に生きる
―東北タイ、バーンチェン遺跡の現在
中村 真里絵
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